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【事例３】 個別対応事例（乳児院） 

１．施設の概要 

【施設種別】乳児院  【入所児数】20 名 

２．ケース事例 

【視力障害（全盲）児】 

・生後８か月で入所。情報がないため月齢で判断し「離乳中期食」＊とするも食べられなかった。お

もゆ＋野菜ペースト（離乳初期食相当）を開始 

・全盲のため、合図、声かけをしてから食事介助を開始し「○○だよ」と食品名を言いながら匂いを

確認させてから、スプーンで口に運ぶようにした。初めて口にするものに抵抗が強いが慣れると食

べられるようになり、「幼児食」を粗く刻んだ状態でも食べられるようになった。 

・栄養士が食事場面を頻繁に確認し、食べ方を観察したり、保育職員とも連携して、形態を調整した

り、嗜好に合わせた補食とするなど調整した。 

・離乳食の開始が遅く、進み方も遅かったが、本児のペースに合わせ２才で「幼児食」まで進み、好

きな味の料理は喜んで食べるまでに成長した。 

・今後、自発的に食事に臨めるよう、食形態や食具、介助方法等を看護師と検討している。 

・（経過） 

生後 8 か月 入所 

おもゆ＋野菜ペースト（「離乳初期食」＊ 相当）を開始 

11 か月 おもゆ＋野菜ペースト＋たんぱく質ペースト 

１才 １か月 「離乳中期食」＊ 開始。形態はミキサーにかけた状態 

１才 ２か月 「離乳中期食」＊ 形態はすべてみじん切り 

１才 ５か月 「離乳中期食」＊ 形態は通常のきざみの大きさ 

１才 ６か月 「離乳後期食」＊ 形態は中期程度 

１才 11 か月 「離乳完了」＊ 内容は「幼児食」＊。形態は粗刻み。主食全粥・パン粥

のまま。ゼリー中止。 

２才４か月 

 

主食全粥・パン粥から軟飯・パンに変更 

 

（＊ 当施設で用いられている食事の種類の名称をそのまま用いている。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


